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発 達 部 門 （乳 幼児）

最近 1 年 間 にお け る乳幼 児研 究の 動 向と展 望

野　呂　　　正

（宮城教育大 学 ）

　 1．　 資料 と分析 の 視点

　本稿 で と りあ げた 資料は ，次の 3学会 の 1985年度総会

並 び に大会発表論文集 で ある 。

　 ・
日本教育心理学会第27圓総会発表論文集

　 ・日本心理学会第49回大会発表論文集

　 ・日本保育学会第38凹大会研究論文集

　 こ れ らの 論文集の 中で 直接，分析 の 対象 と な 」−t た資料

は，乳幼児 を研究 の 被験者 と し て 扱 っ た 全 て の 心 理学的

発表論文 で あ る 。 H本保育学会 （以下 ， 口保 と略す）で

の 発表論文 に つ い て は ，筆者が 心 理学的研究 と判断した

もの を抽 出 した 。し か し，何 を基準 と し て 心 理 学的 研 究

とみ なす か，そ の 判断の 作業 は ， きわ め て 難 し か ・
っ た。

そ こ で ， こ こ で は，専門 の 心 理 学用 語 が 必 ず し も使わ れ

て い な くと も，乳幼児の 行動が扱わ れ て い る 研究 は・全

て，資料 と し て と りあげ る こ と に し た。し た が っ て，論

文集の 中で 「発達 」 と分類され て い る部門 と並 ん で 「保

育内容 」 の 部門 に属す る研究の 多くが と りあ げ られ て い

る 。

　ま た，本稿で 分析の 対象とな・．・た資料 の 「卜1に は，障害

幼児を扱 つ た研究が全 て 含ま れ て い る、

　結局，日本教育心 理 学会 （以下，日教心 と略す） か ら

は 181 仲，日本心 理 学会 （以下，口心 と略す）か らは 91

件 ， 日保か らは 275 件，合計 547 件の 研究発表が本稿で

の 分析資料で あ る。

　 こ れ らの 資料は，次の よ うな視点 か ら分析 され た。

　  どの よ うな研究領域に関心 が もた れ て い るか 。

　  　どの よ うな研究方法が用い られ て い る か 。

　  　どの よ うな年齢層の 乳幼児が被験者と し て 扱わ れ

　 　 て い る か 。

　  事例研究で 扱わ れ る被験者の 人 数及 び追跡期聞は

　　 どれ くらい か 。

　  　どの よ うな研究体制 の も とで 研究 が行わ れ て い る

　 　 か 。

　2．　 ど の よ うな研究領域に 関心 が も た れ て い るか 。

　 こ の 1年間 に お い て乳幼児 を被験者 と し て扱 っ た研究

領域は どの よ うな もの で あ っ た か，どの 領域が，と くに

研究者 の 関心 を惹 い て い た か ， とい う観点 か ら ， 全資料

を概観し ， 次の よ うな研究領域を分類カテ ゴ リーと し て

設定 し た。

　  身体 ・運動……保育内容 「健康」 の 領域で 扱 わ れ

　　　　　　　る もの 。

　  　認知
……感覚，知覚，記憶，思考，知能 を扱 っ た

　　　　　　　もの 。

　  　言語
…・・

保 育内容 「言 語 」 の 領域 に関 わ る もの だ

　　　　　　 が，こ の 中に は 「絵本 」 も含ま れ る 。

　  学習…・・恒接，学習の 問題 を扱 っ た もの 。

　   　表現
……

保育内容 「絵画 ・製作 」 と　「音 楽 リ ズ

　　　　　　　ム 」 の 領域に 関わ った もの で ， こ の 中に

　　　　　　 は身休表現及び 言語表現 は 含 ま れ な い 。

　  　人格……感精 ，動機づ け ， 気質 ， 性絡を扱っ たも

　 　 　 　 　 　 　の 。

　  社会的行動……対仲間関係 の 中 での 子 ど もの 行動 。

　　　　　　 遊びは含ま れ ない 。

　  　遊 び……遊びそ の もの の 発達や遊び と他 の 心理機

　　　　　　 能と の 関係な ど を扱 っ た も の 。

　  　生活構造・…・・子 ど もの 生活時間や生活 リズ ム な ど

　　　　　　 生活構造 を扱 っ た もの 。

　  　家族関係……母 （父 ）子閲係，き よ うだ い 開係等

　　　　　　 家族 の 中で の 乳幼児の 対人関係を扱 っ た

　　　　　　　もの 。

　  　保育効果 ・…・・集団保育の 効果 や各タイ プの 保育形

　　　　　　 態の 効果を扱 っ た もの 。

　  　保育者特性……保育者の 資質や意識 ・能力を扱 っ

　　　　　　　た もの 。

　  　臨床 ・障害……障害幼児及 び 幼児の 問題行動 を扱

　　　　　　　っ た もの 。

　  　発達理論 ・研究方法……発達理 論や研究方法を研

　　　　　　 究対象と し て 扱 っ た もの 。

　学会別 に，各研究領域 で の 発表件数を示 し た も の が

TABLE 　1 で あ る 。こ こ か ら次の よ うな特徴 を よみ と る

こ と が で きる 。

　 1 ） 3 つ の 学会 で の 乳幼児 に 関す る研究発表 の 件数 は ，

総計で 547 件 ， そ の 申， 目教心 で は ］81 件の 33．　］％，日

心 で は 91件の 16．6％，1−1保で は 275 件の 50，3％で ，日保

で の 発表件数が 全体 の 半分 を占め て い る 。
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　 2 ）発表件数の 研究領域別傾向 を見 て み る と， 「社会

的行動 」 を除い て ， 目教心 と 日心 とで は，各領域，ほ ぼ

類似 し た 発表率 を示 して お る が，日保 は 若干，独 自の 傾

向 を示 し て い る 。つ ま り， 日保 で は，「身体 ・運動」 「遊

び」 「保育者特性 」 「表現」 に関す る発表が他の 2 つ の 学

会 に く らべ る と顕著に多い 。他方，同教心，H 心 に く ら

べ て 顕著に少 ない 領域は 「認知」 「家族関係」 「臨床
・障

害」 で あ る 。

TABLE 　1　研究領域別発表件数 （ ）の 数 字 は ％

研 究領域
日本教 育

心 理 学会

日　　本 1日
　 　 　 　 し
心 理 学会

　　　本
保 育学会

計

身体 ・運 動 0（0．O） 1（1．1） 33（12．0） 34 （6．2）
認 　　 　知 31 （17．1＞，18 （19．8） 17（6．2） 66 （12．1）
曇 　　　　　　曇五目　 　　 　 　　 　　卩卩 27 （14．9＞i　　　　r11（12ユ） 33（12．0） 7玉（13．0）
学 　 　 　習 6（3．3＞i4 （4．4） O（0．O） 10（1．8）
表 　 　 　現

　 　 　 …
5 （2．8） 1（1．1） 21 （7．6） 27 （4，9）

人　 　 　格 9（5．0） 5 （5，5） 9 （3．3＞123（4．2）
社 会 的行動 25 （13，8） 4 （4．4） 王9（6．9＞

．
！48 （8・8）

遊　　　 び 9 （5．0） 5（5．5＞ 41 （14．9）、55（／0．1）
生 活 構 造 1ω ．6） 0 （0．0＞

　 　 　 　 ト

7 （2．5）18 （L5 ）

家 族 関 係 旨19（10．5） 10 （11．0＞ 16（5．8） 45 （8．2）
保 育 効 果 … 1（0．6）

i
2 （22 ） 13 （4，7） 16（2．9）

保育者・養育者特性 4（22 ） 5（5。5）　　　 」30（10．9） 39（7．1）
臨床 ・障害 40（22．1） 20（22．o）l　　　　I30

（1G．9） 90 （16．5）
発達理論 研 究方法 4（2．2） 5（5，5） 6（2．2） 15 （2．7）

181（33、1） 91（16．6） 275（50．3） 5・17（100．O）

み よ う 。

　  身体 ・運動

　 「身体 ・
運動」 の 領域 で の 発表 は，全体 で 34件 で ， 全

発表件数の 6．2％ で あ る 。 こ の 領域に関し て は ， 日教心，
目心 で は ほ とん ど関心 が向け られ て い な い 。34件 中，日

保 で 33件を占め て い る 。

　こ の 領域 の 内訳は ， TABLE 　2 に 示 され る 。

　全体と し て ， 保育実践の 中で の 全身 を使 っ た実技に関

わ る研究が多 い 。 水泳 ， 跳び箱，縄 とび ， 竹馬 ， 鉄棒，

ブ ラ ン コ ，ス キ ッ プ で 全体 の 50％ を占め て い る 。

　他方，は しの 使い 方 な ど，細 か い 乎指操作 に 関す る 研

究 も行 わ れ て い る 。

　なお ， 脳波や心拍数な ど生理学的指標 を用 い て 幼児の

行動を と らえよう とす る研究 は，数は 少 な い が，今後，

増加す る の で は な か ろ うか 。

TABLE 　2　 「身体 ・運動」 の 研究分野

　　　　　　　　　　　　　　（ ）の 数字は ％

　 こ う した学会 の 違い に よ る発表領域 の 違 い は，お そ ら

く， 学会構成員層の 違い （日保に お い て は幼稚園，保育

所な ど現場保育者の 占め る率は他の 2 つ の 学会よ b も著

し く多い ）， 及びそれ と関連 し て ， 問題意識の 違 い （日保

に おい て は ， 現場 で の 実践 と直接結びつ い た研究が 目立

つ ）が関係 し て い る と考えられ る 。

　 3 ）　 「認知 」 「言語」 「学習 」 の 知的領域 で の 発表件

数 と 「社会的行動 」 「遊 び 」 「家族関係 」 の 対人 関係 に 関

わ る領域及 び 「臨床 ・障害」 の 領域 で の 発表件数 が顕著

に多く，全体の 70％ を越 え て い る。

　 4 ）　 最近，教育 ・
保育現場や ジ ヤ ーナ リズ ム に おい

て しば しば 取 り上 げられ る 今 目的問題 に 関す る 心理学 の

側か らの 実証的研究 は 必ず し も多くな い 。す な わ ち，子

どもの 生活 リズ ム の 問題 に 関わ る 「生活構造」 領域 で の

研究 は，全体 で僅 か に 8 件 11
・5％ に 過 ぎない 。また，教

育 ・保育制度 の 改変 に 関わ る 「保育効果 」 に 関 し て は ，

全体 で 16件 ，
2・9％ と少 な い 。 し か し ， 保育者 の 資質や

意識，能力 に関 わ る 「保育者特性」 で の 研究発表 は ， 全

体 で 39件 の 7．1％ で，や s 多く，そ の 中，30件 は 日保 で

の 発表 で あ る 。

　 5）研究領域別 に，そ の 内訳 の 特徴 を以下 で 概観 して

研 　究 分 　野

実　　　　　 技

手 　 指　 操 　作

脳 波，心 拍 数

環 境 と運動 ・健康

運 動 あ そ　び

身 　体　発　達

運 動能 力 の 要 因

身　体　 意 　識

移　動　行　動

運 動能力 検 査 法

日本 教育
心理学会

日　 　本
心理学会

口　　本
保育学会

ト
…

　 　 　 1　17（51，5）．
　　　　 4（12．1）1
エ（100．0）12 （6．1）i　　　　　　　 F

　　　i2（6一ユ）．

2（6．1）
2（6．1）
1（3．0）
1（3．0）
ユ（3．0）
1（3，0）
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17（50，0）
　4（11．8）
　3（8．8）
　2（5，9）
　2（5．9）
　2（5．9）
　 1（2．9）
　1（2．9）
　1（2．9）

　1（2．9）

34（1GO．0）

　  認知

　 「認 知 」 の 領域 で は TABLE 　3 に示 され る よ う に ，

「数と 図形 ・空聞 」 の 分野 が最も多 く，30・3％ を占め て

い る 。 っ い で ， 「思考」 の 分 野 で 25．8％ で，こ の 2 つ の

TABLE 　3　「認知」 の 研究分野

　　　　　　　　　　　　 （ ）の 数字は ％

研 　究 　分 　野

知

探

記

覚

索

憶

数 と 図 形 ・空 間

思

知

自

考

能

　 己 の 認 知

シ ン ポ ジ ウ ム

日本教育 日　 本
心理 学会 心理学会」
13（9．7）
　 3（9．7）
　 4（12．9）
11（35．5）

　 6（19。4）
　 2（6．5）I　　　　I

I　1（3．2）3
i　1（　3．2＞i
I　　　　　　　 …

5（27，8）
1（5．6）
2（11．1）
3（16．7）

驫学枩　計

7（3＆ 9）i4鰯 1鷺 ll
　　　　　　　　1［1：1；

4（23．5）112（18．2）
　 　 　 　 4（6．1）
3（17．6）、　9（13．6）
6（35・3）i20（30・3）

計 …31 181 ・
ヱ． 晦
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分野 で ， い ずれ の 学会 も55％を越えて い る 。 こ こ で は ，

乳幼児期 を感覚運 動期，前操作期 と特徴づ け た ピ ア ジ ェ

型研究が主流 を占め て い る。

　 「知能」分野 の 研究 は 少ない が ， そ の 中で ， 知能 αQ）

が，こ こ 30年間 に わ た り，ど う変化 し て き た か ， そ し て

そ の 変化 の 要因を5699名の 幼児を対象と して 追究 し た萩

原英敏 ， 内 田純子 の 研究 「知能発達 の 経年的変化 に 関す

る 研究
一そ の 1 ， そ の 2 」 （日 教 心 ） は，そ の 労苦 の 点

か ら も注 日され よ う。

　 な お，こ の 領域 で の 関心 の 高 さは ， シ ン ポ ジ ウム 「幼

児 の 知的數育は い か に あ る べ きか 」 （角尾稔，祐宗省三 ，

宮本美沙子 ， 松原達哉 ， 津守真 ， 南館忠智 ， 大橋和子）

が 日教心 で 開催され た こ と に も反映 し て い よ う。

　  言語

　 「言語 」 の領域 で の 発表 は，全体で 71件で ，全発表件

数の 13％ を占めて い る 。

　TABLE 　4 に 示 され て い る よ うに ， こ の 領域は ， そ の

内訳 の 研究分野 が 学会 に よ っ て 違い が み られ る。日教心

で は 「文 の 理解 ・文法 」 と「語彙」に 関す る分野が際立 っ

て 多 い が，日心 で は 「乳児の 泣 き声 」 「初語 言 語 発達」の

分野 が上位 を占め，そ して 日保 で は 「こ とば の や り と

り ・伝達 」 と 「絵本」 の 分野 が顕著で あ る 。全体的に は ，

「こ とば の や り と り，伝 達 」 「絵 本」 「文 の 理 解 ・
文法」

の 3分野 で 全体の 45．5％ を占め て い る。

　 な お ， 「文宇 」 に 関す る 研究が少 な い こ とは淋 し い 。

　  学習

　 「学習」 の 領城 で の 発表 は，全体 で 10件で 全発表件数

の L8 ％ に すぎな い 。 こ こ で は ，　 r弁別 ・移行学轡」 と

か 「同一・差 異 学習 」 とい っ た ○ ○ 学習 と銘う つ た 研 究

の ほ か，「予測活動」 「仮説行動」 と い っ た 予 測的情報の

処理 に関す る 研究 が注 目 を惹 く。

　な お，モ デ リ ン グ 効果 に関 す る研究 は僅か に 1件 で あ

っ た 。

　   表現

　 「表現」 の 領城 で の 発表 は ，全体で 27件で，全発表件

数の 4・9％ で あ る。しか も，そ の 多 くは 日保で の 発表 で

あ る 。

　内訳 は，TABI ．E 　5 に 示 され る よ うに，全 体 と し て は

「音楽 ・リズ ム 」の 分野が多 く，「絵画
・製作」 の 分野 で

は，描画行動に 関す る研究が殆 ど で，目保で は
一部，造

形論 が 発表 され て い る 。

TABLE 　5　 「表現 」 の 研究分野

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ）の 数字 は ％

研 究 分 剄轟鑿 撫 学無 総
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

音楽 ・
リズ ム 　　／（20、0）11（IOO．O）

　 　 　 　 　 　　　　　　　　 　
絵 画 ・

製 作 … 4（8・．・）1
15（71．4）

．
　　17（63．O）

　　　 　
6（28・6）11 °（37・°）

十
量
冂

5 工　 　 　 　 2工 27

TABLE 　 4 「
言語 ・ の 研 究分 野 ⇔ の ta・V…・（a・％

研 究分 野

乳 児 の 泣 き声

初 語 言語 発達

き五 　 　 　 　 　 　 　 　 　
μ

叩 　　　　　　果

文 の 埋 解 ・3　 ・tz
作話

・
冂頭詩・冂頭作夊

比 　　 　　喩

ことばのやりとF）
・伝達

発 話 の 特 性

文　　 　字

絵 本

読 書 ・語 ワ物 語

保育者の こ とばかけ

「言語 」の 保 育内容

そ　 の 　 他

≡

目

日本教育 囗 　 本
．
日 　 本

心 理 学会　心 理 学会　保 育学会

　  人 格

　 「入格 」 の 領域 で の 発表 は，全体 で 23件 で ， 全発表件

数の 4・2％ で ある 。 3 学会 ， ほ ぼ均等 な 件数 で あ る 。

　内訳 と し て は TABLE 　6 に 示 され て い る よ うに ，「気

質 ・性格 」 の 分野が47・8％で 最も多 く， そ の 中 に は ，子

どもの 性格特性 と母親 の 性格特性 との 類似性，性格特性

と他 の 心理特性 と の 関係 に 関す る 研究 も含 まれ て い る ．

TABLE 　6　「入格」の 研究分野

　　　　　　　　　　　　　（　）の 数字 は ％

　 研 　究　分 　野

気 　 質 ・性 　 格

自 己 意 識 ・自 我

性 役 割 意 識
・
彳了 測∫

セル フ ・コ ン ト 卩
一

ル

動　　　　　　　 機

計
本
会

　

学

　

育

−

旧

保．
本
会
．

　

学一

　

理
…

日

心
」

育
会
一

教

学．

本
理

団

心

2（22、2）
13

（60．0）
3（33，3）
　　　 i
工（／1．1）　1（20．O）
3（33，3）
　 　 　 …／（20，0）

　 こ の 領域 に お い て は，日教心，日 心 で の 発表は ， ど ち

らか と言 え ば，実際 の 保育 の 場 か ら切 り離 され た とこ ろ

で の 理論的言語研究 が多い が，B保で の 発表は，保育者

と の 言語的や りと り，及 び 保育の 中で の 実践的言語 研 究

が多い 。

6（66．7）111（47．8）

1（11，1） 4（17，3）

1（11・エ）13（エ3・°）
ヱ（11．1）

．
4（／7．3）

　 　 　 1（4，3）

計 9 5 9 32

　 な お，「セ ル フ ウコ ン トロ
ール 」 の 問題 は ， 就学能力

とい う今 日的問題 と の 関連 か ら も，幼児研究 に お い て，

重要 な 問題 と し て，今後，も っ と 多 くと りあげ られ て よ
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い 問題 だ ろ う。

　  社会的行動

TABLE 　7　
「社会 的行動」の 研究分野 （ 〉の 数 字 は ％

研 究分 野
目 木教育

心 理 学会

日　 　 本

心 理 学会

日　 　 本

保 育 学 会

乳児と大人とのやりとり

基 本的生 活 習 慣

社会 的ル ール 概 念

模　　 倣

競 争・協同・けんか

社 会性感情

愛他的行 動 ・共感

社会性 般

対 仲 間関係の タイブ

そ　 の 　 他

6 （24．0）

4 （16． 
3 （12． 
1 （4．0）

8 （32。O）

2 （8．0）
1 （4．0）

1 （25．0）

2 （50．0）…　　　 F

l 伽 ．。、111嬲　　　 ．

　 　 　 　 1 （5．3）
　 　 　 　 3 （15．8）

　　　　 3 （15，8）
　 　 　 　 5 （26．3）

　 　 　 　 1 （5．3＞

8 （16．7）
4 （8．3）

3 （6．3）
4 （8．3）
4 （8．3）
4 （8．3112

（25，0）
　5（10．4）
　2 （4．2）
　2（4．2）一　一一

計 　　　 i25　　　　　　　 ．
4 19 48

　 「社会的行動」 の 領域 で の 発表 は ，全体 で 48件 で，全

発表件数 の 8．8％ で あ る 。 日心 で の 発表件数が若干少 な

い 。

　 こ こ で の 顕著 な分野 は ，
TABLE 　7 に 示 され て い る よ

うに，「愛他的行動 ・共感 」 と 「乳児 と 大入 との や りと

り」 で あ る 。 こ の 2 つ の 分野 は ， こ こ 数年 の 間に ， 急速

に多くと りあ げ られ る よ うに な っ た テ
ー

マ で あ る 。愛他

的行動 に つ い て は ， 日保 で は ， その 指導実践面 で の 研究

も含まれ て い る。「乳児 と大人 との や りと り」 の 分野 で

は，言語的や り と り を除い て お ／）　！ そ れ は，「雷語」 の

領域 に 含めて い る 。 大入 との や りと りとい っ て も， 多 く

は ，母親 との や りと りで，母親 に対す る 注視行為 母親

の 呼 び か け に 対す る 応答性 な ど が と りあげ られ て い る 。

　な お ， 村山貞雄 を代表 とす る共同研究 「幼児の 成長発

達 と保脊課程 の 問題 」 は，全国 の 幼児 を対象と した 大規

模な実態調査 で あ る だ け に注 日 され る が，そ の
L−・部が，

今回，「生 活能力 の 発達の 研究」 「幼児 の 社会性 と感情の

発達」 とい う形 で 日教心 と 目保 で 発表 され て い る 。

　  遊び

　 「遊び 」 の 領域で の 発表 は，全体で 55件で ，金発表件

数の 10．1％で あ る。と くに，日保 で の 発表 が 多い 。

　分野 別 で は，TABLF ．8 に 示 され て い る よ う に ，「玩

具 」 との 関わ りの 研究が最も多い 。 こ の 中に は，フ レ
ー

ペ ル の 恩物 ， モ ン テ ッ ソ リー遊具 に 対す る 理 論的検討 も

含 ま れ て い る 。

　 「遊 び の 中 の 対人関係 」 の 分野 の 研究の 殆 ど は，対仲

間交渉 に閧わ る もの で ，

一
部 ， 保育者 との 交渉に関わ る

もの も含 ま れ て い る 。こ の 分 野 の 特徴的 な傾向と し て，

パ ー
テ ィ ン の 分類 に よ る ひ と り遊び の 見直 しが行 わ れ 始

め て い る とい う点 が 挙げ られ よ う。

TABLE 　8　 「遊び」 の 研究分野　 （ ）の 数字は ％

研 嬲 膝彎 腿羚

本 1日　 　 本

　　保 育学会
計

玩 　 具　 旨・ （33・3）・

役割遊び
・象徴遊び

・
ごっこ遊びi1（11．D　

「
　1 （20．0）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ト

遊びと他の能力との関係　　2 （22．2）　1

遊 び の 中の 対人 関係 1　　　　 24 （80．O）
　　　　　　　　1

遊び の 中の イメ
ー

ジ …

伝 承 遊 び 　 　…
遊び へ の働きか け効果 旨2 （22．2）．

シ ン ポ ジ ウ ム　　　［1 （11．1）

そ　 の 　 他　　　　　　　　　　　　　1

11 （26．8）
5（12．2）
5（12．2）
7 （17．玉）
5 （i2．2）
5 （1露．2）
1 （2．4）

2 （4．9）

14 （25．5）
7 （12．7）
7 （12．7）
U （20．0）
5 （9．1）
5 （9．1）
3 （5．5）
1（1．8）
2 （3．6）

計 　　 9　 …5　 141
55

　そ の 点で は，飯島婦佐子 の 「縦断法 に よ る 幼児 の 対人

行動 の 分析」 （日教心 ） は，42名の 幼児に つ い て ， 3 年

間 に わ た っ て 追跡 し た もの で 興味深 い 。

　 「遊 び と他 の 能力 と の 関係」 に つ い て は，幼児教育 に

お い て，重要 な分野 で あ る だ け に，も っ とバ ラニ テ ィ の

あ る研 究 が 望 ま れ る。日教心 で ，シ ン ポ ジ ウム 「遊 び に

よ っ て学習 す る もの は 何 か 」 （高橋た 重 き，祐宗省三，

中沢和子，森 上史朗，恩 田彰，岡宏子）が行わ れ た 。

　  生活構造

　 「生活構造 」 の 領域 で の 発表 は，全体で 僅か に 8件で ，

全発表件数の L5 ％ に す ぎない 。

　今 H ， 子 ど もの 生活 リズ ム の 乱れを指摘す る発言が ，

教育
・
保育界 で 多 い わ りに は ， そ の 実証的な心理学的研

究 が 少 ない 。

　  家族関係

TtABLE　g　 F家族関係」の 研究分 野　（ ）の 数字 は％

　 研究 分野

き ょ うだい 際荘系

母子関係・愛着・分離

母性意識・養育態度

乳幼児期の親子関係の影響

Fどもの心埋特性と親要因　　i
シ ン ポ ジウ ム

ζ．ρ、．他 …．．［
　 　 　 計

礒本教 育

心 理 学会 撫。魏 譲
3 （15．8＞ 1 （10．0）i 4（8．9）
7 （38．6） 8 （80 ．o） ，

3 （18．8） 13（28．9）
6 （31．6） i8（50．O） 14（31．1）

i3（18．8） 3（6．7）

1 （5．3）

1 （10．0） 1

　 　 　 し
1 （6．3） 2（4．4）

ユ（2．2）
2 （10．5） 1 （6．3） 3（6．7）．ゴ．一．．一

　 　
．
　
『
　
．内

「
「〔． ．．一一．一一．一一

　 　 　 　 1

1L ＿ L辺．．…＿ ．
1
弓＿＿＿ ＿ト

45

　 「家族関係」 の 領域 で の 発表 は ， 全体 で 45件 で ，全 発

表件数 の 8．2％ で あ る 。

　分野 と して は ，TABLE 　9 に示 され て い る よ うに ， 「母

性意識 ・養育態度」 の 31・1％ と 「母子関係
・
愛 着

・
分

離 」 の 28．9％が 際 立 っ て 多い 。最近，母性本能論，父や

他の 保育者との 関係 を抜 き に した 母子関係論が ， い ろ い

ろ な所で 議論され て い る が，も っ と，多くの 具体的資料
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教 育 心 理 学 年 報 　 第 25 集

に基づ く議論がなされ る必要があろ う。 そ の 点 で ， 目本

教育学会 で の 堀 尾 た ちの 共同研究 rr子 ど も の 発達 と母

親の 意識に関す る調査』 の 結果と分析 （上）（下）」 （堀 尾

輝久 ， 庄司洋子 ， 汐見稔幸， 片岡洋子 ， 滝 口 美智代 ，

一

見真 理 子 ）保育情報 No．102，103，1985 は，資料 と し

て 興味深 い 。

　また ， 母子相互 交渉 につ い て は，糧 親か ら子 ど もに向

け られ た影響とい う観点 で の 研究 が 多い が，同時 に，子

どもの 側 の 特性が母親の 養育行動にどの ような影響を与

える か とい う観点 で の 研究 も重視され な けれ ば な らな い

だ ろ う。

　なお ， 巨教心 で ， シ ン ポジ ウム 「発達 と社会的相互作

用
一一一一一．

子 どもの 発達 に及ぼす母子愛着関係 の 影響 を め

ぐっ て
一一

」 （田島信元，三 宅和夫，臼 井博， 中野茂，

金谷有子 ， 高橋恵子，古澤頼雄） が行わ れ た 。

　  保育効果

　 「保育効果」 の 領域で の 発表は ， 全体で 16件で ， 全発

表件数の 2．9％ で あ る。

　 こ こ で は，自由保育，一
斉保育，集団保育，家庭保育，

演劇保育 ， 芝坐保育等 ， さま ざま な保育形態の 中で の 子

どもの 行動が扱われ てい る 。

　概して ，実践記録的な記述 の 発表論文が多 い 。 その 中

で，飯島婦佐子 の 「幼児 の 自主性
一一一一

倉橋理論実践園対

一斉保育中心 園一
」（日心 ）と村山貞雄 を代表者とす

る 共同研究 「幼児 の 成長 と保育課程の 調査」 の
一
部と し

て の 島田信秀，松田君彦，大坪治彦た ち の 「人格形成に

及ぼす環境要因の 分析 （8）」 （日教心） は ， 資料と して

貴重 で あ る 。

　  保育者特性

　 「保育者特性 」 の 領域 で の 発表 は ，
39件で，全発表件

数の 7．　1％ で あ る 。 し か も， そ の 中，30件が 日保で の 発

表 で あ る。

TABLE 　10 保育者 ・養育者特性

　　　　　　　　　　　　　 （　）の 数字は ％

　　　　　　　　　　　　　　　 　

艦 分 ・ 臟靱 睡 枩i驫 学枩…

男性保育者の 意識に関す る調査も含ま れ てい る 。

　 「保育学生 の 実習 」 の 分野 で は，実習体験後 の 学生 自

身の 保育に対す る意識の 変容 を問題 と し た 研究が多い 。

　 「保育学生 の 知性 ・表現力 」 の 分野 で は ， 将来，保育

に た ずさわ る 保育学生 の 現在の 自然認識の 実態や 4本足

の に わ と りを描 く学生 な ど が 扱わ れ て い て 面白い 。

　  臨床 ・障害

　 「臨床
・障害」 の 領域で の 発表は ， 全体で 90件 で ， 全

発表件数の 16・5％ を 占め，最 も多い 。TABLE 　11 は，どの

よ うな障害及 び 問題行動を もっ た幼児が 研究対象に な っ

て い る か を示 した もの で あ る。そ れ に よれ ば，「精神発

達遅滞」 と 「言語発達遅滞」 及び 「自閉的傾向」 の 3 つ

の 分野 で，ほ ぼ，全体 の 50％ を占め て い る 。

　な お，表中で ，「複数種類 の 障害児 」 と 分 類 し た 分野

は ， 1 つ の 研究発表 で，た と え ば，自閉症児とか ダウ ン

症児とい つ た さまざま な障害児が扱わ れ た研究の 件数を

示 すもの で ， 同
一

の 子 ど もが 複数 の 障害 を も っ た 「重複

障害」 とは 区別され る 。 「そ の 他」 の 分野 に は，「視覚障

害」 「プラ ウダー・ウィ リ
ー

ン 症候群」 「ダウ ン 症」 「肢

体不 自由」「唇裂 口蓋裂」 「筋ジス トロ フ ィ
ー」 「場面繊

黙症」 「頻尿
・遺尿」 「表情の 乏 し さ」 「非社会的行動」

が各 1件含まれ て い る。

　 シ ン ポ ジ ウム 「乳幼児発達診断 ・相談 をめ ぐる 心 理 学

と医学 の 対話1 （古澤頼雄， 小林登 ， 中島誠 ， 上田礼子，

三 宅和夫 ， 深谷和子，加藤忠明）が それ ぞれ医師，保健

婦，サ イ コ ロ ジ ス トの 立場 か ら 日教心 で 討論され た 。

　な お ， 単 に ， 障害児 とあ る だ け で，具体的 に どの よ う

な障害 を も っ た 子 ど も を扱っ て い る の か，少なくと も，

発表論文 か らは判断 しか ね る発表件数が15件の 16 ・7％ で，

意外 と多か っ た 。 と くに ， 目保 で の 発表 に多い 。

TABLE 　11 「臨床
・障害」 の 研究分 野

　　　　　　　　　　　　　 （　）の 数字 は ％

職 及・ 融 … 囀 麟套

灘 灘
観

臘l！
1な2q °）

保青学生 の 知性 ・表 現力　　　　 1
儲 者 の 纈 瀁 成 　1 　 …
妊婦の 意識　　　　　　　　　　　14〔80，0）
幼児関連に 対す る意見 　I　　　

I

そ の 他　　　　 i　　 l

8（26．7）…

7（23．0）
6（20．0）
6〔20．O）

2（6．7）
1（3．3）

上2（30，8）
8（20，5）
6（五5，4）
6（15，4）
4（10、3）
2（5．1）
1（2，6）

凵．凵
卩 4 53039

精神 発達 遅滞

言 語発達遅滞

聴 覚障害

自閉 的傾 向

重複障害

複数種類 の 障害児

登 園拒否 ・欠席状況

不　明

シ ン ポ ジ ウム

そ の 他

思理 学枩障育学枩1
計

17（17．5）
1

旨 5（12．5）

14（1G・°）
16a5・o）
2（5．0）

15 （12．5）I

I1（2、5）
3〔7，5）
1（2．5）

16

（15．0）　5（25，0）1

1灘 ：灘機：器
　　　　　　　 4（4．4）
3（10、0）　6（20．〔D15（16．7）
3（1。，。）1　 5（5．6）
　 　 　 I
　　　I3（10・0） 8（8・9）

　　　 旨1（　3．3）　2（　2．2）
　 　 　 1

　　　…12（40．  ）15（16．7）
　　　　　　　 1（1．1）

　　　「　 111（12・2）
剖 04 02 03 9Q

　分野 と し て は ，
TABLE 　10 に 示 され る よ うに，「保育

及び保育者観 」 に 関す る発表が最 も多 く，そ の 中に は，

・・　 日教心 で の 「登 園拒否」 の 発表 1件は ，本 資料 の 分析後、

発表取消 し で あ る こ と が判 明 した。
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　  発達理論 ・研究方法

　 「発達理論 ・研究方法」 の 領域 で の 発表 は，全体で 15

件で ，全発表件数の 2・7％ で あ る 。

　15件中，テ ス ト作成に 関す る 研究 が 6 件，方法論 が 2

件で ，そ の 他は，学者の 具体名を冠 せ られた発達理論に

対す る 批判的検討で あ る 。そ れ らは，ピ ア ジ ェ ， ハ ン ト，

ボ ル トマ ン ，ハ イ ム ・ギ ノ ッ トの 理論 で あ る 。

　3・　 どの ような研究方法が用 い られて い るか。

　乳幼児研究 に お い て どの よ うな研究方法が用い られ て

い る か，そ の 分類及 び そ の 種別毎 の 発表件数 を示 し た も

の が TABLE 　12 で あ る。

　表内 で 「日誌 ・
記録文書分析」 と あ る の は，日誌法 と

共 に 子 どもに関する 文献の 分析及び保育者の 実践記録の

分析が含 ま れ る 。「縦断研究」は ，個々 の 被験児を事例

と し て追跡し た の で は な くて ， 多数 の ， し か も同
一

の 被

験児に つ い て ， 全体 と し て 長期間 ， 追跡 し た 揚合 を意味

して い る 。「事例研究」 に つ い て は，少数 の 被験児 につ

い て，追跡的に扱 っ た場合 を 「縦断的 」， ある条件の 下

で ，あ る時点だ け に お い て 扱 っ た場合を 「横断的 」 と分

類 した 。

　事例研究 に お い て は，実際は，個々 の 研究 に お い て

「実験法」 と か 「観察法 」 「検査法」 あ る い は 「併用」

とい っ たさま ざま な方法が用い られ る わけだが ， 本稿 で

は そ こ ま で 分析 せ ず，一
括 して 「事例研究 」 と し て 扱 っ

た 。

　なお ， 「論」 と あ るの は ， 方法論も含まれ る が，必ず

し も，そ れ だ け で は な い 。発表論文そ れ 自体が，当該研

究領域 に 関 わ っ た論の 展開とな っ て い る もの をも含め て

い る 。

　さて，こ こ で ，研究方 法 の 採用状況 の 特徴 に つ い て 概

観 し てみ よ う。

　 1）全体的 に は ，「実験法」 と 「事例研究 」 が 際立 っ

TABLE 　12 研究方法の 種類別発表件数

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　（　）の 数字は ％

研 究 方 法 の 種 類 発 表 件 数

　

　

　

　

　

的

的

　

　

　

　

析

　

　

　

　

分

　

断

断

法

法

法
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書
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文

　

縦
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講
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「
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縦
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複数方法の 併用

論

139　（25．4）
36 （6．6）
99　（18．工）
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28 （5．ユ）
10 （1．8）
95　（17．4）
32 （5．9）
17 （3、1）
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て 多く採用 され て お り，そ れぞれ 25．4％，23．　3％で 全研

究法の 50％ 近 くを占め て い る 。 次 い で ， 「検査法」 の 9．7

％，「観察法 」 の 6．6％，「目誌法及び 記録文書 の 分析」

の 5．1％，「複数方法 の 併用」 の 3．］．％，「縦断硫究 」 の

1．8％の 順とな っ てい る 。

　 2 ）各研究方法 は どんな研究領域 で 採用され て い るか

を示 し た の が TABLE 　13 で あ る 。

　  実験法は 「認知 」に おい て 最 も多 く， 次い で 「言語 」

で あ り，「学習」 を加 え る と，知的領域で 60．　4％ を占め

て い る 。

　  観察法 は 「遊 び 」 だ けで 50％ を占め て い る。

　  調査法 は 「保育者特性」 の 30．3％が最 も多 い 。

　  検査法 は 「身体
・運動」 と 「臨床 ・障害」 に お い て

ほ ぼ 同 じ採用状況 で ，2 つ の 領域合わ せ て 54・7％ で あ る 。

　  目誌法及び 記録文書の 分析は 「遊 び 」 に お い て最 も

多 く，28．6％ で あ り，次 い で 「身体 ・運 動」 「臨 床 ・障

害」 「社会的行動」 の 順に多い 。

　  縦断研究は 「言語 」 と 「家族関係」 で それ ぞれ 30％，

合わせ て 60％ を占め て い る。

　  事例研究 は 「臨床
・
障害」 で 最も多 く，43．3％ を占

め て い る。次 い で 「言語 」 の 18．9％ で あ る。

　  複数方法 の 併用 は 「家族 関係 1 の 29．4％が最 も多 く，

次い で 「人格」の 23・5％，「身体 ・
運動」 の ］．7 ・

・6％ が多

い 。なお，同一研究の 中で ， 複数方法 の併用 は ， 実際 は

も つ と多い と思 わ れ る が，発表論 文 をみ る 限 りに お い て

は，こ こ で 示 され た数字 し か 読み とれ な か っ た。

　 3）各研究領域は どん な研究方法 を採用 して い るか を

示 した の が F工G ．1 で あ る。

　  「身体 ・運 動」 で は検査法 が 44．1％ で 最も多く，次

い で 「
−1誌法等 の 17．6％。観察法 は 採用 され て い ない 。

　  「認知 」 で は 実験法 が 圧倒的に 多 く，77．3％ を 占め

て い る 。

　  「言語 」 で は事例研究法 の 33・8％，実験法 の 32，4％

が多 く，こ の 2 つ を合 わ せ て 66．2％ で あ る 。こ こ で は 全

て の 研究方法が採用され て い る 。

　  「学習」 で は 実験法 だ けが採用 され て い る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 数字 は ％　 　 100％

躰 飆 圜工 ・
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　  「表現 」 で は事例研究法の 29．6％， 調査法 の 22．2％ ，

実験法 の 22．2％が主 な もの で ，こ れ ら 3 つ で 74％ を占め

て い る 。

　  「人 格 」 で は 実験法 の 34・3％ が最 も多 く， 複数方法

併用の 17・　4％，調査法 の 13・o％ の 1頂に 多 い 、観察法は 採

用 され て い ない 。

　  「社会的行動」 で は実験法 の 37・5％ ， 調査法 の 27％・

事例研究法の 18．8％の 3 つ が多 く採用 され て い る。

　  「遊 び 」 で は 観察法が32・8％ で 最も多く，次い で 事

例研究法 の 20，0％ ， 目誌法等の 14．5％が 主 要なもの で あ

る 。検査法は 採用 され て い な い 。

　  「生活構造」 で は 調査法 と検査法 の 2 つ だけの 採用

で ， 前者が87．5％を占め る。

　  「保育効果 」 で は 縦断研究を除い て 全研究方法 が採

用され て お り，と くに，調査法 の 37．5％が顕著 で あ る 。

　  「保育者特性 」 で は 調査法が77．　O％ と圧倒的に 多 い 。

　  「臨床 ・障害」 で は 事例研究法 が最も多 く，6L　1％

を占め て い る。

　  「発達理論 ・
研究方法」 で は ， 検査法 の 33．3％ ， 実

験法の 6・7％ は 全 て 実際の テ ス ト作成 に 関わ っ た もの で

あ る。他 の 60・0％は 発達論及び方法論 で ある 。

　 4 ）新 しい 研究方法 と して 期待され る も の 。

　 目教心 で の 自主 シ ン ポジ ウ ム 「『乳児保育』 に 関す る

発 達 研究 の 理 論 と方法 を め ぐつ て 〔W 〕
一

保育園 に お

け る観察研究 の 検討
一

」 （金田利子 ， 清水民子 ， 布施

佐代子 ，諏訪きぬ，中原弘之，中島常安） は ， 同 じテー

マ で 6 回 目を数 え て い る 。これ まで，実践記録法 ， 観察

法 の 長所，短所が検討 され て きた 。 実践記録法の 限界と

して，  客観的関係がわ か りに くい （子どもの 配置が不

明 。 記録者 の 目が
一

人 に限 られ る な ど）。  保育者と子

どもの 交流の 事実は書い て あ るが，そ の 意図が書か れ て

い な い ，の 2 点が指摘され て い る。観察法の 問題点 と し

て は，第3 者が 入 る こ とで，日常の 保育をこ わ す とい う

こ とが挙げ られ て い る 。方向と して は，保育実践 の 目標

や保育観 と関わ っ た保育の 質との 関連で 観察が な され な

けれ ば な らな い こ と ， ま た ， 研究 の 仮説を 明確に し て お

くこ と ， たくさん の 事例 に基 づ い て
一

般化 し て い くこ と，

などが指摘 され て い る 。 まさに ， そ の 通 りだと思 う。

　藤田統は 「心 理学に お け る フ ィ
ール ド研究の 意義に つ

い て 」 （日心 ） に お い て，行動 の 理 解 に 際 して は，種内

の 個体差 とい う観点 で は な くて ，また，行動生起 と 変容

の 直接因 の 分析を狙 うとい うの で は な くて ，進化の 中の

動物種とい う生態系的観点 で の 観察と測定の 必 要性 を説

い て い る。

　そ の 意味で は，ヴィ ゴ ツ キーの 「発達 の 最近接領域 」

の 観点 か ら， 研究者自ら， 子 どもたちの 中 に ， 彼 らと同

等な役割 （た と え ば，電車 ご っ こ の 中で の 駅長 の 役） を

担 っ て 入 り こ み ，子 ど もの 自然 の 姿をそ こ なうこ とな く，

と きに，彼ら に働きか け，その 中で，子 ど もの 行為 の 意

図や意味を探 っ て い こ うとす る 「自然的実験 」 法 が，幼

児研 究 に お い て こ そ，どん どん 採用され て い くこ とが望

ま しい だ ろ う。

　4． ど の よ うな年齢層の 幼児が被験者 と して 扱 わ れ て

　 　 　 い るか。

　TABLE 　14 に示 され る よ うに ， 研究 の 被験者と して 扱

わ れ る幼児 は， 5 ，6 歳 の 年長児が最も多く，34，1％ を

占め て い る 。次い tt，2 ， 3 歳児 の 年少児 の 20％， 4 歳

児 の 年中児の 16・8％， O 歳児， 1歳児 の 乳児 の 9・　7％ の

順 で あ る 。

　なお ， 単 に 「年長児 」 「年 中児」 「年少児」 と だ けで ，

年齢指示の ない 論文が目立 つ が ， 被験児が保育所 児なの

か ， 幼稚園児 な の か，ま た，幼稚 園児 で も2 年保育 なの

か 3 年保育な の か の 違い に よ っ て ， そ の 呼 び方 に も違 い

がある筈な の で ，そ の 点，明記 し て 欲 しか っ た 。本稿 で

は ，「年長児」 は 5 ， 6 歳児，「年中児1 は 4 歳児，「年

少児」は 2 ， 3 歳児 と し て扱 っ た。

　今 日，乳児 の 研究 が，精 密 な観察
・測 定器 具 の 開発 の

お か げもあ つ て，既成 の 発達観を も変 え させ る ほ どに ，

目覚 しい 進展 を示 し て い る が ， 今 の と こ ろ，惰報の 多く

は 医学面か らの もの が多 い 。心 理 学的 ア プ ロ
ーチ の

一
層

の 活性化が 望 ま れ る 。 第2 ， 第3 の バ ウ アーの 出現が

あっ て い い だ ろ う。

　表中で 「7歳以上 」 と あ る の は， 3 つ の ケ ース を含ん

で い る 。 1 つ は ， 同
一

研究の 中で ，乳幼児と同時に他 の

年齢層の 者 も， 発達的比較 の 観点 か ら被験者 と し て 扱わ

れ て い る 揚合 で ある 。第 2 の ケ
ー

ス は，幼児 の 問題 に つ

い て ， 大人 （多 くは 母親 ， 保育者，保育学生） に尋 ね る

とい う形 で ， 大人が被験者 と し て扱わ れ て い る場合で あ

る 。 第 3 の ケ
ー

ス は ， 事例研 究 の 場合 で ，被験 者 は，現

時点 で は 幼児期 を終 え て い る が ， 幼児期 の 過去 に 遡上 つ

て ， 発達過程が分析 され て い る 場合 ， そ の 被験者 は ， 現

在 の 「7 歳以上 」 の 年齢 カ テ ゴ リーと 同時 に ，遡上 つ た

と き の 幼児期 の 年齢 カ テ ゴ リー
に お い て も カ ウ ン ト され

た 。

　乳幼児研究 で あ っ て も，他 の 年齢層 の 子 ど もた ち と の

比 較 とい う，長 い 見通 しで の 発達的視点 を欠 い て は い け

ない だ ろ う。

．5． 事例研究 で 扱われ て い る被験者の 人 数 及 び追跡期

　　 間 は どれ くらい か。

事例研究が全体 の 23．3％ で ， 実験法 と共 に顕著に多い 。
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TABLE　14　研究領域別被験者年齢 （ ）の 数字は％

0−1歳 2 歳 3歳 4 歳 5 歳 6 歳 7歳以上

　　　　　瑠
不 明 計

身体 ・運動
　4
（5．4）

　6
（8 ．D

　　9
（12．2）

　工5
（20．3）

　21
（28．4）

　／2
（16．2）

　7
（9．5）

74

認 　 　 　知
　 9
（5．1）

　 6
（3．4）

　14
（8．0）

　 34
（19．4＞

　46
（26．3）

　 42
（24．0）

　23
（13．1）

　ユ

（O．6）
175

三
・
　　　　 三五ロ　　　 　　　　　 　ロロ

　 20
（15．4）

　 13
（工0．0）

　8
（6 ．2）

　 22

（16，9）
　32
（24．6）

　 13

（10．0）
　22
（ユ6．9）

130

学 　 　 署
　 1

（4 ．3）
　　3
（13．O）

　　9
（39．1）

　　8
（34．8＞

　 2
（＆ 7）

23

表 　 　 　現
　 3
（7．0）

　　6
（14．0）

　3
（7 ．0）

　　6
（14．0）

　　9
（20．9）

　　6
（14．O）

　　9
（20 ．9）

　 ユ

（2．3＞
43

　　　　　　　　　　　　　 ［

・　 格 i・・1・・
　 5
（8．3）

　　7
（11．7）

　 10
（16．7＞

　 16
（26．7）

　 ユ2
（20．0）

　 5
（8．3＞

60

社会的行 動
　　7
（13．5）

　　9
（17．3）

　 4
（7．7）

　　7
（13，5）

　　7
（13．5）

　 5
（9．6）

　 13
（25．0＞

52

遊 　　 　び

　一 ．
　 8
（7．5）

　 12
（11．3）

　 22
（20．8＞

　27
（25 ．5）

　22
（20．8）

　8
（7．5）

　 4
（3．8）

　 3
（2，8）

lo6

生 活 構 造
　　6
（85 ．7）

　　1
（14．3）

7

家 族 関係
　15

（21．7）
　 10

（M ．5）
　 4
（5．8）

　 6
（8．7）

　　8
（11．6）

　2
（2．9）

　23
（33，3）

　 1
（1．4）

69

保 育 効 果
　 2
（9ユ ）

　 ユ

（4．5）
　 1

（4．5）
　 2
（9．1）

　　3
（13．6》

　 1
（4 ．5）

　　8

（36．4）
　　4
（18．2）

22

保育者特性
　　39
（ユ00．0＞

39

臨床 ・障害
　23
（11．0）

　25
（lL9 ）

　37q7
．6）

　 39
（18．6）

　 36
（17．1）

　 25
（11．9）

／9
（9．0）

　 6
（2、9）

210

発達理論・研究方法
　　3
（20．0＞・

　 1
（6．7）

　 1
（6．7）

　 1
（6．7）

　　3
（20．0）

　　3

（20．O＞
　　2
（エ3．3）

　 1
（6．7）

15

計
　99
（9，7》

　94
（9，2）

111
（10．8）

172
（ユ6．8）

212
（20 ．7）

ユ37
（13．4）

182
（17．8）

　18
（1．8）

1025

．．．一『

そ れ で は ， そ こ で扱っ て い る被験者の 人数は どれ くらい

で，ま た，どれ く らい の 期間，追跡され て い るの か，と

い う こ とが，研究 の
一

般化 の 点か ら興味 を もち，本稿 で

は，こ の 問題 も分析の 対象に して み た 。

　被験者数 に つ い て は TABLE 　15 に 示 され る よ うに，

1 名が圧倒的に多く， 全体の 46％ を占め て い る 。 次 い で

2 名の 17・5％ で あり， 1名 と 2 名 を合 わ せ て 63．5％ とい

うこ と に な る 。た し か に，51名以上 と い う多 くの 人 数 を

対象と した事例研究もあ る。しか し， 3・7 ％ と少ない 。

　追跡期間は TABLE 　16 に示 され る よ うに ， 1 年が最

も多 く， 25・7％，次 い で 7 − 11か 月 の 14・3％， 2 年 の

12・4％，3 年 の 10・5％ の JI頂で ある 。 1 か 月以内 と い う短

期問は 2・9％， 5 年以上 とい う長期間 は L9 ％ と少 な い 。

　追跡研究あ るい は縦断研究 とい っ た 揚合， その 期間の

長 さにつ い て もつ
一

般的 な イ メ
ージ か らす る と ， 今図 の

分析対象 と な つ た 研究 で は ， い ささか 短い よ うな 気がす

る 。1年以内 とい うの が全体 の 60・1％ を占め て い る 。

　発 表 論文 を読む 限 りにお い て は，今後，事例数 を増や

し て い くの か，ま た，追跡期間を拡大 し て い くの か と い

う点は定か で ない e 成果 を研究者み ん な で 共有 し合 うと

い う観点 で ，「
一

般化 」 へ の 具体的努力 を期待 した い 。

少 数の 事例 で，「一般化」 を行 うた め に は ， 研究者 自身

の 豊か な知識 と経験 ， そ し て し っ か りと した知見に支 え

られ た洞 察力 が 必 要 で あ ろ う 。

　なお，被験児が研究者の 子 ど もで あ る 場合 は ， そ の こ

と を明記 して 欲 しい 。 予断 と偏見 とい っ た 主観的要因に

TABLE 　15 縦 断研 究及 び 事例研究 に お け る 被験者数 （　） の 数宇 は ％

入 数 1 2 3 4 ・ 1・一一・… − 2Q2 ・一・・［・・− 1・・ 1・・一 ［不 明

発 表 件 数 　 63　 　 　 　 24

（、・．。）1（17．，）

計

11　　 12　1　　2

（8．0）　　　（8．6）　　　（1．5）
　

）

　

8S．
　

5

　

（

　 5　 　 　 　 6

（3，6）　　（4．4）！

　 2　 　 　 　 3　 　 　 　 5

（1．5）　　（2．2）
．
　　（3．6）

　 137

（100．0）
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TABLE 　16 縦断研究及 び縦断的事例研究 に お ける追跡期間 （　） の 数字は ％

期　間 ・− 1カ月12カ 月　3 カ月 14カ 月 15カ 月　6 カ月
7一
昜月 ［・年 i2一

発表件数 　 3　　　　 2　　　　 2　　　　 7

（2．9）　　（1，9）　　　（1．9）　　（6．7）

　 4

（3．8） ，，．9） （、419、1、251；）
　 　 　 　 　 　 L　　−．，

　 13111 　　4
　 　 　 E
（12．4）　i（10、5）　（3．8）
　 　 　 1

　

）

29　

1

　

（

　 工2　　　 105

（11．4）　（100．0）

つ い て どの よ うな扱い 方 をしたか，

で 共有 し た い もの で ある 。

その 経験 も，みんな TABLE 　19　研究方法別 研 究体制

　　　　　　　　　　　　 （　）の 数宇は％

　6．　 どの よう な研究体制の もとで 研究がなされてい る

　　　か ロ

　研究体制につ い て は ， こ こ で は ， 研究が共同研究か ，

そ れ と も単独研究か とい う観点だ け か ら，そ の 実態をみ

て み る こ とにす る 。

　学会別 ， 研究領域別 ， 研究方法別 にみ た の が，そ れ ぞ

れ ，TABLE 　17 ， 18，
19 に 示 されて い る e

　学会別 で は ， 日教心 ， 目心 ， い ずれ も単独研究が共同

研究を発表件数にお い て 上まわっ て い る 。 そ れ に対 して，

日保で は，共同研究が単独研究 を上 ま わ り， し か も，

63・3％ とい う多 くの件数 を占めて い る 。

　日保 で の 共同研究 の 多 くは ， 幼稚園教員 s 保育所保母

な ど現揚 の 保育者同士 だ けの 研究，及 び保育者と大学 の

期 磯 勒 耽 1 計

TABLE 　17

実　　　　　 験

観　　　　　　察

調　 　 　　 　 　査

検　　　　　 査

日 誌 ・記 録 文 書

縦　 断 　研　究

事例研究

併

縦断的

｛横断的

論

計

　　　 59（41．7）
　　　 22（61．1）
　　　 63（63．6）
　　　 31（58，5）
　　　 12（42．9）
　　　 8（80，0）
　 　 　 50（52，6）
　 　 　 19（59．4）

馴 1・（68・8）

　　114（36・8）

　 　 288

　 81（58．3）
　 14（38、9）
　 36（36．4）
　 22（41，5）
　 16（57．1）
　　 2（20．0）
　 　 　 　 　 ト

　 45（47．3）　1
　 13（40，6）　1
　 　 6（37．5）
　 24（63．2）

痛
一

　 1
ヒL＿一，＿巾　　

II

学会別研究体制

　 　 　 　 　 　 （　）の 数宇は ％

1共同研究　i単独研究　1　　計

目本va脊L．理 学会 173 （40．3）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ト

H　本　’匚♪ 理 学 会 　　　　41　（45．1）i
日 本 保 育 学 会 　 174 （63．3）

139（100．O）
36（100．0）
99（100，D）
53（100．0）
28（100．0）
10（100．0）
95（100．0）
32（100．0）
16（100．0）
38〔100．0）

547

108　（59．7）　　181（100，0）
50　（54，9）　　91（100．0）

玉01　（36．7）　　275（100．0）

二「
口 288 （52．7）1259（47．3）1547

　 　 　 　 1　　　　　　　　　　　　　 1

TABLE 　18 研究領域別研究体制

　　　　　　　（ ） の 数字は ％

1炯 礪 陣獗 剰 rl34
（100．0）

66（100，  ）
71（100．0）
10（100．0）
27（100．0）
23（100，0）
48（100．G）
55（1 0．0）
8（100．0）
45（100，G）
16（100．O）
39（100．0）

研究者 と の 共同研究 とい うス タイ ル で あ る 。なお ， 今回

は ， 参加人数及び発表者 の 所属機関に つ い て は 分析 し な

か っ た 。

　研究領域別に み る と，共同研究が顕著に多い 領域は，

「学習」 「表現」「人格」 の 3領域で ある 。

　こ れ らの 領域別研究体制は，ど うや ら，採用 され て い

る 研究方法 の 種類 と 関係があ る よ うで あ る 。 実験法 が 多

く採用され る 「認知」や 「言語」「学習」「表現」 「人格」

「遊 び 」など で は ， 単独研究体制が と られやす く，「身体

・運動」 「生活構造」 「家族関係」 「保育効果」 「発達 理 論

・研究方法」 な ど調査法及び検査法 が多 く採用 され て い

る領域 で は 共同研究体制がとられやす い とい うこ とが資

料か ら分る。　　　　　　　　　　　　　　 以上

動

知

語

習

現

格

運体身

認

言

学

表

人

祉 会 的 行 動

び

造

係

果

性

害

構

関

効

特

障

　

　

　

　

者
・

活

族

育

育

床

遊

生

家

保

保

臨

発 達理 論 ・研究方法

26（76．5）
30（45．5）
32（45．1）
1（工0．Q）

10（37．0）
8（34．8）
26（54，2）
24（43．6）
6（75．0）

32（71．1）
11（68．8）
28（71．8）
45（50．0）
9（60，0）

8（23，5）
36（54．5）
39（54．9）
9（90．0）
17（63，0）
15（65．2）
22（45．8）
31（56，4）
2（25．O）
13（28．9）
5（31．3）
11（28，2）
45（50．0）　1　90（100，0）
6（40．0）　｝　15（100．O）

　 　 　 　 1

計 1288 259 547
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